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近年の大学教育のメガトレンドは教育の質保証であるのはいうまでもありません。その

背景には、急速に進んだ高等学校教育改革の成果をいかに活かし、高大接続の観点の教育

をいかに実現するかという点にあるといえます。現在、国・文部科学省は強い姿勢で大学

に教育の質的転換を求めています。学修者本位の教育と学修成果の可視化がそのコアとい

えるのではないでしょうか。 

このような動向に対応するために、各大学は授業形態の変更やカリキュラム改革、シラ

バス改革といった教育改革や教育環境の整備、教育内容や教育方法・手法の改善のための

施策を打ち出しています。その施策で改革された内容を、教育として行うのはひとりひと

りの教員です。教員の〈アップデート〉がなされなければ、いくら良い施策を検討し実行

しても、その実をあげることはできないでしょう。 

大学教員にとって、その教育力を〈アップデート〉する機会と場がFD研修会であること

はいうまでもありません。大学教育の質保証の観点からしても、学内外におけるFD研修

は、大学教員にとって重要な〈教育活動〉のひとつです。 

教員一人ひとりは教育の質を高め、それを実践する力を向上していくことが求められて

いるいま、そのような活動を継続することは、学生に対する責務です。 

ところで、大学のFD研修の内容は多岐にわたることは広く周知されています。授業デザ

インの方法、シラバスの作成、評価方法、教材開発、ICTを活用した授業運営のような比

較的ポピュラーな内容に加え、修学支援や学修支援、就学・就職支援、メンタルヘルス支

援といった学生支援のテーマも関心が高いものです。近年は学生参画が必須化されつつあ

ります。 

 本学では毎年2回、全学FD研修会を「教育研究研修会」と証し開催しています。また各

学部にも、春秋1回の計2回ほど、開催をお願いしています。 

本報告書では、これらの内容だけでなく、その他の FD 関連研修会報告も併せて収載して

います。さらに学部 FD 研修会の報告も掲載していますが、年々、充実する傾向にあり、こ

ういった取り組みを積み上げ、学生主体の深い学びが展開できる教育を実現していきたい

と考えています。最後に、教育推進機構・教育推進部は、今後も FD 研修を積極的に推進し

ていきます。本報告書が、先生方の授業運営や学生支援に貢献できましたら幸いです。 
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 2025年度FD研修会実施一覧

全体FD研修
日　程 時間 場所 対象 テーマ 参加者数

2025年7月2日（水） 16：30～17：30
オンライン
（オンデマンド配信）
対面「妙響庵（15号館1階）」

専任教員
第1回「第1部」教育開発研究会
2026年度新カリキュラムの初年次教育を考える
～「スタディ・スキルズ」と「キャリア・スキルズ」を中心に～

200

2025年7月16日（水） 16：30～17：30
オンライン
（オンデマンド配信）

専任教員
第1回「第2部」教育開発研究会
「キャリア・スキルズ」で実施する基礎学力テスト（1年生）の
リフレクションについて

194

2025年7月23日（水） 15：30～17：00
オンライン
（オンデマンド配信）
対面「第3会議室（1号館1階）」

専任教員 佛教大学 2024年度（2025年3月）卒業生「学修実態調査」報告会 99

2025年10月8日（水） 16：30～18：00
オンライン
（オンデマンド配信）

専任教員・専任職員
FD・SD研修会「佛教大学の障害学生支援の現状と課題を考える」
（主催：学生支援センター、共催：教育推進課・人事課）

105

2026年2月10日（火） 17：00～18：00
オンライン
（オンデマンド配信）

専任教員
第2回教育開発研究会（企業等調査報告会）
「“社会の声”を聞く～卒業後2・3年目企業等調査の結果から～」

194

学部・学科FD研修
日程 時間 場所 対象 テーマ 参加者数

2025年5月28日（水） 15：25～16：45 オンライン 文学部 「2024年度 文学部 自己点検・評価シートについて」 21

2025年9月17日（水） 12：50～14：30 対面 保健医療技術学部 「発達に偏りのある青年の適応戦略」 52

2025年10月29日（水） 16：20～16：57 オンライン 文学部 「文学部 3学科の基礎学力の特徴 また今後の課題について」 21

2025年10月29日（水） 15：00～16：10 オンライン 歴史学部 「歴史学部の障害学生支援」 20

2025年10月29日（水） 16：45～17：55 オンライン 社会学部 「社会学部に在籍する障害のある学生の情報共有」 22

2025年11月19日（水） 16：30～18：00 オンライン 社会学部 「2025年度 基礎学力テスト 学部別報告会」 24

2025年12月17日（水） 16：30～17：00 オンライン 仏教学部 「2025年度 基礎学力テスト 学部別報告会」 10

2025年12月17日（水） 16：15～17：30
対面・オンライン
ハイブリッド

社会学部 「縁支援学生との意見交換会」
18

※うち4名は
学生

2026年1月7日（水） 14：30～16：30 対面 社会福祉学部 「違いが尊重される学習方法・表現方法・教育評価の探究」 16

2026年2月18日（水） 15：30～16：30 オンライン 歴史学部 「2025年度 基礎学力テスト 学部別報告会」 17

2026年2月25日（水） 16：30～17：20 オンライン 保健医療技術学部 「2025年度 基礎学力テスト 学部別報告会」 41

2026年3月10日（火） 16：00～16：50 オンライン 教育学部
「2025年度 基礎学力テスト 学部別報告会　～基礎学力テストからみる
教育学部学生～」

35

2026年3月10日（火） 13：00～13：55 オンライン 社会福祉学部 「2025年度 基礎学力テスト 学部別報告会」 17

2026年3月17日（火） 16：00～17：10 オンライン 文学部
「文学部所属の障害学生に関する情報共有、ならびに包括的支援の具体
策について」

21
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2025（令和 7）年度 第 1 回「第 1 部」教育開発研究会 

2026 年度 新カリキュラムの初年次教育を考える 

～「スタディ・スキルズ」と「キャリア・スキルズ」を中心に～ 

日  時 ： 2025 年 7 月 2 日（水）16：30～17：30  

実施形態 ： 対面およびオンライン（オンデマンド）配信 ※「Zoom ミーティング」 

開催場所 ： 妙響庵（15 号館 1 階ホール） 

講  師 ： 岡﨑 祐司（副学長） 

貝 英幸（副学長・カリキュラム改革委員会委員長） 

斉藤 利彦（教育推進機構長） 

内  容 ： ① 初年次教育の視点と課題 

② カリキュラム改訂の経緯と方針

③ 初年次教育改革の必要性とその背景

④ 新カリキュラムにおける初年次教育のあり方について

⑤ 新カリキュラムにおける初年次教育の授業運営について

【教育推進課 寺嶌課長】 

それでは、ただいまより 2025 年度第 1 回教育開発研究会、2026 年度新カリキュラ

ムの初年次教育を考える～「スタディ・スキルズ」と「キャリア・スキルズ」を中心

に～を開催いたします。 

本研修会は、2026 年度から運営する新カリキュラムの初年次教育科目、スタディ・

スキルズとキャリア・スキルズを中心として授業の進め方、授業内で実施いただきた

い内容を確認することを目的として開催いたします。 

また本研修会ですが、2 部構成としております。第一部は初年次教育の視点と課題、

カリキュラム改定と方針の方向性、新カリキュラムにおける初年次教育の授業運営に

ついて、岡﨑祐司副学長、貝英幸副学長、斉藤利彦教育推進機構長よりお話しいただ

きます。 

第 2 部では、キャリア・スキルズの授業内で実施する基礎学力テストのリフレクシ

ョンについて、他大学での事例を交えながらベネッセ i-キャリア様よりお話いただき

ます。新カリキュラムでの初年次教育が充実したものとなるよう、共通理解をもって

進めさせていただきたいと考えておりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。  

終了時刻は 17 時半を予定しておりますが、若干前後する場合がありますので、あ

らかじめご了承ください。また、本日の研修会は、オープンラーニングセンターのご

協力のもと、15 号館一階の妙響庵よりお届けいたします。 

それでは研修会に移ります。まず初めに岡﨑副学長よりお話いただきます。 
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【副学長 岡﨑 祐司 先生】 

岡﨑です。よろしくお願いいたします。先ほどご説明のありましたように、私たち

の報告、三人で分担をしまして、それぞれ内容の角度、視点が違います。 

〔スライド 3 ＜学校教育の枠組みでの学び＞から＜大学固有の学び＞へ〕 

私の方からは、初年次教育の視点と課題ということで、少し整理をしておきたいと

思っています。今日の報告でかなり示唆を得た本が一つありまして、学校教育の枠組

みの学びから大学固有の学びへという浜中先生、桂木先生の「学ぶ学生の実像」とい

う本が最近出ていますけれど、大学が大学固有の学びに学生を誘うという上で、それ

までの学校教育の枠組みでの学びを大学講演の学びに結びつける必要性があるとい

うことです。もしここまでの正答のある問題を解くという学習がメインだとすると、

大学でももちろんそういう学習はありますけれども、学問研究に触れるということに

なりますので、我々は、問うべき価値がある問を、そもそもこう見出すことにすごい

努力をしているとか。正答はないかもしれないけど、真理を探っていくといったよう

な、学習を研究をしようとしているわけでありまして、そもそも学生の前に立ってい

る教員のタイプがちょっと違うということです。 

〔スライド 4 ＜大学固有の学び＞の前提条件は十分か〕 

大学の学びについてはその前提条件が必要だ、つまり、その前提条件というのは、

学校教育の枠組みでの学びのベースがあるということ。文章力読解力とかですね。考

察力ということになりますが、必ずしも今の現状は高校段階で、それが十分に獲得で

きているとは言えない学生がいると、あるいは学習姿勢が非常に不安定であるという

学生もいる中での大学教育だということです。 

〔スライド 5 ＜学び成長する自律のエンジン＞［溝上、2018］〕 

水上先生の高大接続の本の中に、学生が学ぶ上での成長する自律のエンジンが三つ

あるという指摘をされています。一つは、学習習慣を身につけていると。二つ目はア

クティブラーニングができる、自らの考えを表現し、他者と対話共同できるかと。

そしてキャリア意識です。自分が何のために大学に行くのか、そして何を得たいのか。

将来の仕事と結びつけて意識しているかどうかということだと言われています。確か

にその中で競争力の高い伝統校にはそういう学生が多い。しかし、それを十分に持っ

ていない学生が受け入れているという場合には、選抜方法もそうですけれども、AP、

CP、DP、の構造化をしっかりやっていかねばならないと、そういう教育プログラム

も提供しなきゃならないという風に指摘されています。 

〔スライド 6 深部の原動力－成長・発達への要求〕 

確かにその通りですけれども、この三つのポリシーを構造化したカリキュラムとい

うだけではなくて、我々にとっては、さらに、学習の中身ですね。学生の学びの中身

をどう支援していくかということが問われているかと思います。確かにあの自律のエ

ンジンが弱い学生が多いかもしれませんが、同時に大学というのは、発達段階にあっ
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て、この先ここでいわゆる大学に行かなければ社会に出ていくわけですから、卒業し

た後の社会的、職業的自律のための準備段階にあるという青年期の教育をメインにし

ているというのが日本の大学教育の特質だというふうに思います。その中で、確かに

キャリア意識とか好きな職業が明確ではないかもしれないけども、しかし、大学の中

で何らかのことを見出したり何かを得たいと思っている学生もいます。基本的には、

彼らは、彼女らは成長発達への要求を持っていると思います。ただそれをストレート

に表現できないとか、なかなか言語化が難しいとかですね。あるいはいろんな不安と

か迷いがあるとか。自信がないとか、差しあたって、それは大変なことだと思うので、

まず先送りしてしまうとかいったようなこと、学生の中のこう葛藤といったものがあ

るかと思います。あるいは、学習のための方法過程がうまくつかめていないと。そう

いうところに寄り添いながら大学生の学びをつくっていくというのが、特に本学のよ

うなポジションにある大学の役割じゃないかなと。 

〔スライド 7 青年期にある大学生を支える大学〕 

青年期にある大学生を支える大学という点では、主に私は三つあるんじゃないかと

思っています。1 つは、学生自身が多面的な自己を形成する。それを学習を中心に支

援できるように達成できるように支援している教職員がいる、そういう支援・空間が

あるということ。2 つ目は学生の潜在能力です。これを、信頼を置いて、粘り強く、

学生の成長を促していくということ。学生の成長や変化というのは、個々人によって

やっぱり違いがあると思います。すぐに力が伸びる学生もいれば、4 回生になって大

きく成長しているという学生もいますし、そこを一人一人見ながら潜在能力を信用し

ていくということ。そういう学生の姿に学び、感性的な省察を続けることができる、

チャレンジングな教育実践に取り組むことができるというのが大学の役割ではない

かなと思っております。 

〔スライド 8 本格的な学生への移行期としての初年次教育〕 

本格的な学生への移行期として初年次教育というものがあるという風に考えると

すれば、DP を定めていますけれども、それをより具体的に段階的には学生に示して

おくということも必要なのではないかと思います。 

1 年生の終わりにはこのぐらいのこところまで理解していたりできるとか、2 年生の

時にはこのぐらいのことを理解してもらったり、こんな本読んでもらったらいいんだ

よっていうことですね。それから、実は、具体的な学習の方法手段を獲得していない

のではないかなと私は間接的に思っております。そのための情報の提供とか、練習で

すよね。そういう場をいくつも作っていくということ。それから成長モデルとしての

先輩学生とか卒業生を知る。そうすると、交流したり、話を聞くということです。や

っぱり学びのモデルが必要になっているということだと思います。さらに言えば、学

生自身が実はわからない難しいと思っていることを我々教員の側が引き出して、分か

らないということを放置しないような学習姿勢と意欲を定着させるということが重

要かと思っています。 
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〔スライド 9 学修の周辺にある文化・フィールド〕 

そういう意味では大学もやっぱり学校なのだと思います。さらに言えば、今の学生

の情報、シャワーのように浴びている情報の中で、おそらくそれぞれの専門領域を深

めていく上で、専門領域とは直接関係ないんだけど。こんな絵が見てほしいとか、こ

んな小説を読んでほしいとか、こんな芸術に触れてほしいと思っておられるものが先

生方の中にあると思います。そういうものをあの大学教育の周辺にあるというか関わ

っている文化みたいなものが大きく変わっている中で逆にそれをちゃんとそこに誘

っていくという努力も必要かと思います。 

 

〔スライド 初年次教育の再整理 10〕 

さて、初年次教育の再整理ということで言うと、この学生の主体的な学びを重視す

るということを言ってきましたけども、それは別に講義を指定しているということで

はありません。知識の提供の場としての講義系の科目もいる。それが物事を考えてい

く、分析するそれぞれの基礎になります。ここに書いたようないくつかの科目の違い

がありますが、科目に臨んでいく基礎的な力、どう並んでいけばいいのか、やっぱり

その具体的な方法を獲得してもらうということ。それから討議や議論している姿を基

本的にはあんまり学生見たことがないと思うので、大人がと言いますか、教員が授業

の中で教員間であることをあるテーマについて議論をしているとか、先輩学生と先生

が議論しているという、やっぱり話し合ったり議論するという姿をさっきも言いまし

たが、モデルですけど、そういうものを示すということも必要になってくるかと思い

ます。 

 

〔スライド 11 キャリア教育をめぐって〕 

キャリア教育をめぐってです。キャリア教育は、キャリアっていう言葉はさまざま

な解釈とかがありますが、私が後で言いますけど、タスク B のところで提案したもの

は、実は元がありまして、もう十数年前 15、6 年前とかなりますけど。大学基準協会

の評価の委員をやってた時に法政大学をたまたま担当していてキャリアデザイン学

部というのを作っておられました。その後の認証評価だったので、一応新鮮だったの

ですが、と同時に、キャリアデザイン学部というのがどういう意味なのよくわからな

かったんです。その中で法政は発達教育キャリア、ビジネスキャリア、ライフキャリ

ア、三つの柱を持って、さらにキャリアの中身をここに掲げたようなことを伝えてい

くということをされておられました。 

 

〔スライド 12 キャリア教育―タスク B で議論したこと 1〕 

私たちが今回のカリ改のもう一つ前の段階で議論していただけなんですけども、キ

ャリア教育については何かしら若者を採用されるような方向で型にはめるっていう

話をしているわけではなくて、あるいは厳しい職場に耐えるみたいな耐性をつけるっ

ていうことを言ってたわけではなくてですね。職場で求められるいろんな諸能力、あ

るいは基礎的な人とつながる力関係性を持つ力だとか、集団的に仕事をしていくとい

ったようなですね。そうした基本的に働くものとして必要な諸能力の基礎を身につけ
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ていくということだと。さらにそこにはもちろん組織のために頑張る部分もあるんで

すけれども。ワークルールとかワークライフバランスとかディセントワークだとかジ

ェンダー平等だとか。こういったことも加味して、学生が将来の社会で出ていくこと

を備えるという意味です。そういう意味ではキャリア教育とは何か？特殊な教育なの

ではなくて、むしろ大学教育そのもののテーマであるという風に言ってもいいかと思

います。 

〔スライド 13 キャリア教育―タスク B で議論したこと 2〕 

タスク B の中ではこういった 3 つの社会で機能する個人の役割みたいなものを前

提に議論をしておりました。 

〔スライド 14 不安・心配のなかでのキャリア形成〕 

今ですね。確かに就職は順調といえば順調ですが、4 年生の学生に就職に対する不

安、心配がないのかというと、やっぱり大きいと思います。就職が決まってもなおそ

うだと、これは日本の労働市場が激変しているということと、日本のセーフティーネ

ット、労働に関するセーフティーネットが非常に不十分ということを反映している意

識があってですね。どちらにしても、労働市場の中で、自己責任型で乗り切るってい

うことをずっと迫られるんだろうと思っているわけですよね。実際そうなわけです。

そういうときに、やっぱりワークルールだとか、あるいは自分の身を守るということ

だとか、あるいは職場の中で組織的に仕事をしていくといったようなことを身につけ

て、本当に無防備のままで学生を社会に送り出すわけにはいかない。そういうことも

含めて、キャリア教育ということが重要になっているということです。 

〔スライド 15 初年次のキャリア教育〕 

難しいということではなくて、まず最初に、やはり 1 年生の時から社会の中で働く

こと。あるいは就職するということについて考え始めると。もちろん就職ライフ、職

業ということだけに特化したものではないことも視野に入れながらですね。あるいは

職業、働くということの実像というか、中身自体をよく知るということです。これが

非常に重要になっているのではないかと思います。さらに労働、働くことに関する法

制度やシステムを知るということです。これは学生自らが自分で調べていくというこ

とができますし、そういうことに連関していくということがまずは重要だと。それか

ら進路就職部との連携です。早い時期から進路就職部と連携しながらいろんな資源を

知る、あるいは活用する心構えを知っておくということです。今、就職に関しては、

実はウェブ上でキャリアアドバイザーが出てきて、無料でそこでアドバイスを受けて、

エントリーシートの添削を受けて、もう個々、個人ですね。学生の個別の思考に合わ

せて、そのウェブ上の会社が就職の面接等まで導いていくといったようなウェブサイ

トが実は複数あるわけですね。そういうことの中でやっている中には、トラブルにな

っているものもないわけではありません。そうしたようなですね。就職戦線の状況の

変化も踏まえて、学生に早くから話をしていくということが必要ではないかというふ

うに思っています。 
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〔スライド 16 社会性の－専門教育＆キャリア教育〕 

ということで言いますと、何かこうキャリア教育が特別なものを特定の教員だけが

やるということではなくて、我々大学で教えるものが数年後送り出すその学生の姿を

イメージしながら社会性を持って社会に送り出していくという努力をする必要性が

あるというふうに思っております。私の方からは初年次教育の整理ということで、こ

れまで先生方がやってこられたことの再整理かもしれませんが、報告をさせていただ

きました。以上です。 

【教育推進課 寺嶌課長】 

はい。 

岡﨑副学長ありがとうございました。 

それでは引き続き貝副学長よりカリキュラム改訂の方針と方向性につきましてお話

をいただきます。 

【副学長・カリキュラム改革委員会委員長 貝 英幸 先生】 

はい、失礼いたします。カリキュラムの改革委員会の委員長を務めております貝で

ございます。今日のテーマは初年次教育を考えるということではあるわけですが、本

日の研究会は初年次教育だけを考えるというよりは、カリキュラム全体の中で、初年

次教育をどういうふうに考えていくか位置づけていくかで位置づけた初年次教育を、

具体的にはどのような形で回していくのかというような形のお話でその理解を先生

方にしていただくというのが最終的な目的と思っています。したがいまして、この初

年次教育というのは今回のお話の中心ではありますが、話題の中核を占めます、「初

年次教育のプログラム」というのは、これ単体で教育プログラムとして成り立ってい

るわけではなく、あくまでも、来年度から始まります、新カリキュラムにおける、全

学の教育プログラムの中の一つ、その一つのプログラムであるということにも注意を

していただきたいというふうに思っています。そうしたことから、個々で私のお話は、

今回のカリキュラムの見直しの中心的な組織でありました、カリキュラム改革委員会

の責任者として、新カリキュラムの全体について、カリキュラム改定の経緯と方針、

それからカリキュラム改定の方針と方向性の二つについてお話をしながら、全学カリ

キュラム全体における初年次教育の位置づけについてご理解をいただけたらという

ふうに思っています。 

〔スライド 5 カリキュラム改訂の経緯と方針〕 

まずカリキュラムの改定の経緯と方針についてお話をしておきたいと思います。 

まずは大きな流れで説明をするのが良いかと思います。スライドは、画面の左側が今

回のカリキュラム改定に関係する期間。2018 年から 2025 年 26 年、未来のこととし

て黄色いマークが入っていますが、27 年がありますが、そこまでの期間、その期間に

おける文部科学省の中教審を中心とした高等教育行政の動向です。もっとも個々では、

その中教審の答申と 2020 年に出されました教学マネジメント指針だけしか挙げてお
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りません。実際には答申を受けて、大学設置基準は毎年のように改定をされておりま

すし、例えば、現在教育行政ということで言えば内閣府の中に、教育未来創造会議と

いうのが設けられていて、そこではリカレント教育ですとか、デジタル時代の新人材

育成といった問題が、いわゆる政治的な課題として、文部科学省の方に中教審の答申

に盛り込むようにというような形で方向付けられています。また、経団連なんかも大

学教育の未来に関する参画協議会というのを設けて、産業界と大学の行政との関わり

というのを強化していたりします。さらには財務省の関係では、神田正戸財務官の発

言に代表されますように、大学の強化とそれから淘汰をされる時代というのがこれは

社会の要請なんだというような意見ですとか私立大学を取り巻いている環境と公的

な財政支出のあり方といったことが財務省の方からも発せられているわけです。 

もちろん、こうした流れというのが私立大学でありますとか、大学全体を締め付ける

形になっているのは、先生方ご承知の通りだと思います。一方で右側、そうした中に

あって、本学の大きな動きで、現在のカリキュラムの改定につながるという部分で言

えば、スタートはやはり 2019 年に受審をしました、第三期の大学基準協会の認証評

価の受審の結果ということになるかと思います。これを受けてこの後お話はいたしま

すが、大学改革実行会議で、そこのもとに設置をされたタスクチーム、先ほど岡崎先

生のお話の中に出てきました、タスク B ですが、そうした中での検討、さらには、そ

の検討結果を踏まえた形での 2023 年からのカリキュラムの改革委員会、そういう形

でこの間進んできたところであります。未来の話にはなりますが、2026 年には新カリ

キュラムがスタートをすると同時に、来年には第四期の認証評価の受審を控えており

ますし、2027 年度には通信教育課程での新カリキュラムの導入という非常に重要な

問題がこの後目白押しの形になっています。 

〔スライド 7 カリキュラム改訂の経緯と方針 大きな前提〕 

次に少し、カリキュラムの改定の前提になります、中教審の答申についてお話をし

ておく必要があるかと思います。今回直接改定の影響を受けていますのは、平成 30 年

の 11 月 26 日に中教審の答申として出されました、2040 年に向けた高等教育のグラ

ンドデザイン、いわゆるグランドデザイン答申というものであります。それからもう

1 つは令和 2 年の 1 月に出されました、これは中教審の大学分科会の方から出されま

した、教学マネジメント指針というものです。おそらく今現在の大学で高等教育行政

ということでの関わりで言えば、この 2 つが非常に大きな影響をもたらしていると思

います。例えばこの 2 つを総括して言いますと、大学自らが率先をして、教育の質の

保証に取り組み、それから大学として、そうした教育の質の保証をするような体制、

いわゆる内部質保証の体制を確立しなさいということが強く求められています。例え

ば先ほどのグランドデザイン答申の方で、こうした大学に対する養成というものを見

ますと、いわゆる学習者本位の教育の構築ということが求められているわけです。グ

ランドデザイン答申の言葉をそのまま借りますれば、高等教育機関がその多様なミッ

ションに基づき、学習者が何を学び、身につけることができるのかを明確にし、学習

の成果を学習者が実感できる教育を行っていること。このための多様で柔軟な教育研

究体制が各高等教育機関に準備をされ、このような教育が行われていることを確認で
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きる質の保証のあり方へ転換されていること、ということがグランドデザイン答申に

は書かれています。こうしたことは一方の教学マネジメント指針の方では、いわゆる

3 つの方針に基づいた体系的で組織的な大学教育を展開し、その成果を学位を与える

過程、これは特に最近言われています、学位プログラムという考え方ですが、この学

位プログラム共通の考え方や尺度に則って点検評価を行うことで普段の改革に取り

組むこと。学生の学習成果に関する情報や、大学全体の教育成果に関する情報を、的

確に把握、測定し、教育活動の見直し等に適切に活用することが必要であるとされ、

適切な PDCA サイクルを確立することが求められているというふうに歌われていま

す。こうした文部科学省、いわゆる中教審からの答申等と、現在今我々が実行してい

ます、カリキュラムというものを照らし合わせた時に今のカリキュラムは近年大学に

求められている、そうしたグランドデザイン答申ですとか、教学マネジメントを踏ま

えた、カリキュラムの要件をクリアできているんだろうか、という疑問を持たざるを

得ないわけです。 

〔スライド 9 カリキュラム改訂の経緯と方針 本学が置かれている状況〕 

そうした部分に関して、大学の執行部におきましては、当然、危機感を持つ形で対

応策が講じられました。これはあの私が、執行部にいる時ではないので、その意味で

は歴史的なところをちゃんとまとめているというだけですが、2019 年には第三期の

認証評価の受審によって本学はいくつかの是正勧告でありますとか、改善課題という

ものを指摘をされ、その指摘に対する対応を余儀なくされています。それと同時に先

に確認をしました、中教審答申にやっぱり対応していく必要がどうしても生じるだろ

うと。もちろん、文部科学省の答申等に忠実に従う必要はないとは言いながら、全く

無関係で自由な形で我々の取り組みを進めていけるのかといえば、例えば、改組を考

えた場合に、設置や届出に際しての審査を受けないといけない。それから 7 年に一度

の評価期間による認証評価を受審しなくてはいけない。ということを考えれば、こう

した中教審の答申ですとか、マネジメント指針の影響を受けるということは、もう基

本的な構造であるわけです。こうしたことを受けて、やはり執行部では 2022 年に大

学改革実行会議を立ち上げて、とりわけタスクチームという形でカリキュラムについ

て集中的に検討を行った、ということになります。スライドでは 2022 年、当初の質

保証推進会議 1 回から 3 回において、入試状況から見た本学の課題、それから通信教

育課程の現状から見た本学の課題、カリキュラムの現状から見た本学の課題という 3

つが重要なポイントとして掲げられていました。そういう意味では、この集中的に検

討を行うという決定をしたこと自体は評価できるかと思います。この大学実行会議で

は、それを受けて学部学科の改組を検討する。これは主には入試状況と通信教育課程

の現状というものをクリアしていく。それからもう 1 つは新カリキュラムを検討する

ということで、この 2 つが主な議題となり、それぞれタスクチームを立ち上げるとい

う形になったわけです。 
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〔スライド 10 カリキュラム改訂の経緯と方針 本学が置かれている状況〕 

そこで出ました、カリキュラムの検討、タスクチーム、これをいわゆる通称タスク

B と、先ほど岡崎先生が詳しくお話をいただいたところではありますが、この問題に

関しては大きく 2 つ、さらにはその 2 つの中がそれぞれあいうえという形で、検討事

項が上がっております。これ自体を見ていただいたら分かると思いますが、2026 年か

らスタートするカリキュラムに盛り込まれた内容は、概ねこの時点で指摘をしていた

だいているわけです。タスク B はすでにその問題を、本学の新しいカリキュラムに盛

り込むべきということで報告書を提出しておられるわけです。この内容自体はその翌

年から発足をしました、新しいタスクチーム、それからカリキュラムの改革委員会へ

と引き継がれて、具体的なカリキュラムの策定へと続いております。ただ、一方で、

そのタスクチームの報告書に記された内容は、やや抽象度が高い。それからこれを実

際のカリキュラムとして仕立てる作業というのはやはり時間がかかりますし、単に教

員だけ、あるいは職員だけでできるようなものではありませんので、そこに関しては、

コンセプトをいただきながら、どういう形で実行していくのかという問題が、どうし

ても残っていたということになります。 

〔スライド 12 カリキュラム改訂の経緯と方針 人材養成の目的と 3 つのポリシー

の見直し〕 

2023 年から始まりました、カリキュラムの改革委員会ですが、ちょうど同じ時間帯

と言いますか、同じタイミングで人材養成の目的に始まります、いわゆる 3 つのポリ

シーの見直しが進められていました。本日、例えば教授会でこの 3 つのポリシーの最

後のポリシーにあたるカリキュラムポリシーをご審議いただいたわけですが、こうし

た見直し自体は 2023年度から始まっていた問題であります。3つのポリシーのうち、

例えば、ディプロマポリシーに関しては、いわゆる卒業認定学位授与の方針でありま

すので、本学の教育を全学、それから学部、学科それぞれで規定をすることになりま

す。また、カリキュラムポリシーは、教育課程編成実施の方針ということですので、

ディプロマポリシーをどのような手立てで実現しようと考えているのかを示す、カリ

キュラムの説明になってしまいがちですが、実際にはどのような手立てでディプロマ

ポリシーを実現するのかを我々が外に示すということが、本来のカリキュラムポリシ

ーのあり方であります。したがって、厳密にはディプロマポリシーやカリキュラムポ

リシーの確定をもって、カリキュラムを策定するというのが、原則的といえばそうな

のかもしれませんが、現実にはカリキュラムの策定とそのポリシーの見直しというの

は、ある程度並行する作業として両睨みの形で進めていくということが結局は必要に

なるかと思います。そして今回のカリキュラムの改定のもう一つのポイントは、カリ

キュラムの策定がそれだけに終わらず、つまり、これまではカリキュラムを策定して、

あとは、もう事務局の方にお願いをして、どういう形で実施をしていくのか、事務局

の方でいい形で考えてくださいというのがほとんどだったと思うわけですが、実際の

運用に関しても少し時間をかけて検討することができた。そこに関しては十分とは言

えないかもしれませんが、できたという点が特筆できることかと思います。 
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〔スライド 13 カリキュラム改訂の経緯と方針 （全学）共通教養科目〕 

今回のカリキュラムのポイントとして、科目内容に関しても、それぞれ検討が行な

われました。それはもちろんですが、それとともに学習者本位のカリキュラムという

ことで言われる、何を学び、身につけることができるのかという点、これを全学のカ

リキュラムという部分、それから、今各学部学科の方で進めていただいていた、各学

部学科の専門課程というところで配慮をしていただいたと思います。例えば大学初年

次の学生にとって、高校までの授業名とは異なり大学の授業というのは、科目名称で

すとかその中身もそうですし、ただでさえわかりづらいわけです。そうしたものをあ

る程度コンセプトごとに、科目群という形でくくり、性格を分かりやすく示すという

点も、学習者本位のカリキュラムの一つかと思います。 

〔スライド 14 カリキュラム改訂の経緯と方針 （全学）共通教養科目〕 

まず一つありますのは仏教、自校教科科目群です。これはいわゆるこれまでで言い

ますと、法然ブッダに該当するものですが、これをただ単に法然ブッダの授業として、

学部の専門科目と切り離して考えるということではなく、法然ブッダに関しては、学

部学科とコミュニケーションを取りながら、その一部に学部や学科の専門課程につな

がる形でブッダと法然の内容を少し調整していただけないかということが今お願い

をしておりまして、各学部とそれから仏教学部の間でお話を進めていただいていると

ころかと思います。 

〔スライド 15 カリキュラム改訂の経緯と方針 （全学）共通教養科目〕 

それから次の科目群としては、グローバル科目群とデータサイエンス科目群です。

グローバル科目群はいわゆる従来で言いますと語学というものになるわけですが、単

に、語学として終始をするわけではなく、グローバルコンピテンシーの慣用を目指す

ということで、もう少し違った性格の科目群も国際教養という形で新しい領域も加え

られたものになっています。データサイエンス科目群は、従来のいわゆるコンピュー

ターの授業ですが、データサイエンスに関しては、デジタル時代の読み書きそろばん

である、数理データサイエンス AI に関する大学高等専門学校という正規の課程の教

育プログラムで一定の要件を満たしたものに関しては、文部科学大臣の認定によって

大学等がこの M ダッシュという形の資格と言いますか、一応認定をされるその一番

最も基礎的なレベルとしてデータサイエンス科目群が位置づけられています。 

〔スライド 16 カリキュラム改訂の経緯と方針 （全学）共通教養科目〕 

そして、初年次教育科目群です。これに関しては大きく三つあります。一つはスタ

ディ・スキルズ、アカデミック・スキルズというこれは、従来で言えば入門ゼミ、そ

れから専門学習のための日本語表現。それからもう一つはキャリア・スキルズ。これ

は先ほど岡崎先生がお話をしていただいたような内容をいかにして盛り込むのかと

いうことになるかと思います。そしてもう一つはリメディアル科目。理数系の科目を

中心に大学学習レベルの適用を担っていただくと。科目の性格上、選択科目とせざる

を得ないわけですが、専門科目で十分に学習できないという学生を少しでも減らすと
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いう性格から考えられているものであります。 

 

〔スライド 17 カリキュラム改訂の経緯と方針（全学）共通教養科目〕 

そしてキャリア・スタディ科目群。これは先ほどの初年次教育の中のキャリア・ス

タディとは、少し性格が違います。これはむしろ、4 年間を通じて自らのキャリアで

ありますとか、自分の将来について考えていただくそのきっかけを与える科目という

風に理解をしていただけたらいいかと思います。ただ、将来、大学卒業後の進路との

関係を意識せざるを得ない科目ではありますが、単なる就活の講座ではありません。

特に社会人基礎力、教養力、それから業界研究、それから職業体験という形で大きく

三つの枠組みが設けられています。そうしたものの性格ということをお考えいただけ

ればいいかと思います。 

 

〔スライド 18 カリキュラム改訂の経緯と方針 （全学）共通教養科目〕 

そして、もう一つがプロジェクト科目群であります。これは本学に関係のある企業

ですとか、団体組織などからプロジェクトの提供を受けて、担当教員とプロジェクト

の提供者とともにいわゆる PBL の手法を用いながら課題解決に取り組むことで、社

会に内在をしている諸問題を知る。それから考え、協力をしながら行動する力の寛容

を図るというものであります。もちろん、PBL の手法につきましては、例えば社会学

部の先生方が専門とされるところではあるわけですが、個々でプロジェクトを担当す

る教員は、社会学部の先生方だけにお願いをするというよりは、むしろいろんな学部

学科の先生方に持っていただきたい、担当していただきたいというふうに考えていま

す。これは先生方が取り組んでおられます研究や、日常的な学習といった問題と社会

がどう関わるのか、仮に社会と先生方の研究課題なんかを関わらせたときにどのよう

なテーマが設定できるのかっていうことをお考えいただければ意外と面白いものが

出てくるのではないか。実際の活動を伴うものであっても、また教員や学生が徹底的

に議論をし合うというものでもいいかと思います。ただし、プロジェクトという形を

とりますので、議論をしてそれでおしまいということではなく、議論をしていろいろ

な意見が出てきました。その意見をどういう形で例えばまとめましょうか。両論併記

のような形でもいいですし、最終的には一つの形にまとめるのでもいいとは思います

が、そういう形を考えていくというようなことが、このプロジェクト科目の目的狙い

ということになるかと思います。それから自己形成科目群。これはいわゆる従来から

の教養科目に該当するものですが、大きく三つ、文化と芸術を学ぶ、地域と社会を学

ぶ、人間と自然を学ぶ、の三領域を設定し、現在のカリキュラムでは基礎と応用とい

う形になっていますが、その基礎と応用というものは取っ払った形で、三つの領域へ

と変遷をし直して、社会人基礎力のベースとなるような知識や教養を広く習得をする

というそういった狙いがあります。 

 

〔スライド 19 カリキュラム改訂の経緯と方針 （全学）共通教養科目〕 

そしてこの 26 年カリキュラムの全学カリキュラムのもう一つの目玉になりますの

が、学部横断プログラム、愛称としては B リンクスというふうに設定をされています。 
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これは、異なる学部学科分野領域の知をつなぐプログラムとして位置づけて学部学科

の専門性にとらわれないで萌芽的な意識を持って、時代の変化に即した新しい知と実

践を創造することを目的としたプログラムです。下にありますように、大きく二つ、

現在のところではプログラムを考えております。一つは、心と体のマネジメントプロ

グラム。これを保健医療技術学部それから仏教学部、できれば教育学部の臨床心理学

科なんかとリンクをしながら心と体全体についてさまざまな面から、自分自身がマネ

ジメントできるようになるといったプログラム。授業テーマはそこにありますような

内容になっています。それから、もう一つは、地域と佛教大学が立地しています、京

都というところを考えて、文化財や文学 GIS から読み解いていく京都というところ、

これはいわゆる地理情報システムという、あの地図上にドットで落としたりだとか、

アイコンを落としたりというようなことですが、これらは表現の方法の一つ、自分た

ちの研究の取りまとめの方法の一つとして、この GIS が使えるのではないかで、そう

なれば、GIS 自体をいろんな学部学科の学生さんたちにツールとして使っていただけ

ればいいのではないかというふうに考えています。全学共通、全学共通教養のカリキ

ュラムの方針とありように関しては、一応以上の通りであります。このうち、初年次

の部分に関しては、この後の斉藤先生が詳しくお話しいただけると思います。私から

は以上であります。 

 

【教育推進課 寺嶌課長】 

はい、貝副学長ありがとうございました。 

それでは引き続きまして、斉藤教育推進機構長より初年次教育の事業運営につきまし

て、具体的なところをお話しいただきたいと思います。 

 

【教育推進機構長 斉藤 利彦 先生】 

失礼いたします。教育推進機構長を務めております。歴史文化学科の斉藤と申しま

す。本日はご参加いただきましてありがとうございます。岡崎先生、貝先生のお話を

受けまして、2026 年度導入の新カリキュラムにおける初年次教育のあり方と運用に

つきまして、少しお話を大まかではございますが、させていただきたいと思います。 

現在、運用に関しましては、学部等々、あるいは学科等々と検討し、議論を詰めて

いるところですが、基本的にはそういった問い合わせ要望などに沿いながらもフレー

ムは堅持しつつ柔軟に対応してまいりたいと思っております。 

 

〔スライド 5 はじめに〕 

現在、大学を取り巻く環境といいますものは非常に劇的に厳しく、また激しいもの

になっております。多くの要因が考えられますが、シートに書き示しましたようなと

ころが、現在よく指摘をされているところで、こういった時代の中で大学教育に求め

られていますのは、基本的には学修者本位の教育への質的転換と学習成果の可視化と

いうものが強い形で求められています。変化が激しい中に、現在大学は教育の質的転

換を強く求められていると。そういう中で、初年次教育がどういうあり方であるべき

なのかというところにつきまして、タスク B やカリキュラム検討委員会、改革委員会
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で検討してまいった形となっております。 

 

〔スライド 7 そもそも論としての初年次教育〕 

そもそも初年次教育というものはどういうものであるのかということにつきまし

ては、先生方よくご存知かというように思いますけれども、基本的に少し国が考えて

いるものですとか、あるいは高等教育のところで考えられているものを挙げておきま

したけれども全体といたしましては、初年次を対象とする高大接続教育であるという

ところ、それを総合的教育プログラムとして展開をしていくということとなります。 

ただ、日本の大学のあり方といたしましては、この専門別の学部に分かれた専門教育

が展開をされるということがございますので、この初年次教育が専門教育の導入も果

たさなければならないという要素を持っています。これは、世界の初年次教育、世界

の各大学で行われております、初年次教育の中では非常に特異な形でありますが、日

本の大学の初年次教育の特徴と言えます。 

 

〔スライド 8 今日の初年次教育とその構成要素〕 

その初年次教育の構成要素につきましては、今おおよそ四つの構成要素があると言

われております。スチューデント・スキルズ、スタディ・スキルズ、キャリア・スキ

ルズ、アカデミック・スキルズというところでございますので、この点ご確認をいた

だければというように思います。 

 

〔スライド 9 現代の大学教育と初年次教育〕 

現在、大学教育におけます、初年次教育と言いますのは、国公私立大学の中で、ほ

とんどの大学が初年次教育を展開をしています。主な取り組みといたしましては様々

ございますが、主なものとしては今挙げております、シートに上げておりますような

内容となっております。その中でもですね、時間管理や学習習慣を身につける、ある

いは論理的な思考、問題解決、発見、解決能力を向上させるというところにつきまし

ては、2007 年の統計初年度からいたしますと、非常に急激に増加をしている状況であ

りまして、こういった初年次教育も年々変化をしてきているところでございますが、

近年の高等教育の探求型学習の念頭において、現在では探求型の初年次教育というの

が提唱されこのようなスキル型の初年次教育から探求型の初年次教育へと移行が始

まりつつあります。この点につきましては、新カリキュラムにおけます、初年次教育

につきましても、その点を意識して設計をしたつもりでございます。 

 

〔スライド 10 大学ポートレートにみる本学の初年次教育〕 

大学ポートレートという日本私立学校振興共済事業団が、国と大学改革支援学位授

与機構と連携しながら運営をしている大学の情報サイトがあります。高等学校と言い

ますか、高校生がですね、非常によく見るサイトですが、これがですね、本学の初年

次教育がどういう形で紹介をされているか、これは、大学が提供しているかと思うん

ですけども、これを見ますと高大移行や高大接続という観点は明確には、ほとんど示

されておらず、学部学科教育の入門的位置づけといったような定義付けを行っている
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ということがわかります。これ、実は非常に課題があって、各大学と比較いたしまし

ても、初年次教育が弱いというような印象を学外に与えかねない。そういった状況が

垣間見られるかなというように思っております。ですので、やはり様々改善をしてい

かないといけないということになるんですけれども。 

 

〔スライド 12 ユニバーサルアクセスと初年次教育〕 

高大接続と初年次教育ということですが、近年、大学教育、大学は、ユニバーサル

アクセスいわゆる大学全入化が現実化をしている中で、この少子化によって競争選抜

入試が成立をしなくなって、学校推薦型や総合型選抜、いわゆる自己推薦型の入試へ

と移行、あるいは急増しているということなんです。これは単にそういったものが急

増しているというよりも、この探求活動世代が入学をする時代となってきているため、

探求学習で身につけた資質や能力を伸ばしたい、そういった大学志願の影響が強まっ

ていますので、どうしても学校推薦や総合型選抜への移行、急増というのが形として

現れております。この探求学習というのは大変大きな高等学校の教育でありますけれ

ども、これを受けて大学教育も変化していかなくてはいけない。つまりは、探求学習、

身につけた資質、能力を伸ばしたいというように考えている学生に入ってきてもらわ

ないといけませんので、入学直後から必修で学ぶ初年次教育の重要性が対応といった

形で非常に求められているという現実があります。 

 

〔スライド 13 高等学校教育の変化と大学教育①〕 

どういう形で変化しているのかというと、高等学校教育は大学教育改革と連動して

今、改革が非常に行われております。2022 年度より新学習指導要領と社会に開かれた

教育課程、いわゆる新課程が導入をされて、総合的な探求の時間や教科探求が導入を

され、さらには観点別学習状況評価の記載というものが始まっていまして、劇的に高

等学校教育は変化をしております。2030 年にはもう一度この学習指導要領が改訂さ

れる予定だということですので、その時にはもう抜本的な教育改革が行われると言わ

れておりますので、またそれに合わせて大学カリキュラムを改定しないといけないか

なと思っております。 

 

〔スライド 14 高等学校教育の変化と大学教育②〕 

こういった従来の学びとは異なる新入生、2025 年度新入生は探求型の学びの一期

生にあたりますが、今後こういった探求型の学習に身をゆだねた入学者が入ってきま

す。高等学校の学習の変化に大学教育が対応しないといけないと、その意味では、初

年次教育は高大移行、高大接続が大きな教育目的となっておりますので、この変化に

対応するためのアップデートが絶対的に必要であると、今までの形の初年次教育を展

開しても、学生ニーズには合わないという、そのことによって学業維持率と言われま

す、リテンションが下がりかねないと、いわゆる中途退学者が増えかねないというそ

ういった問題が起こりかねませんので、この新カリキュラム導入の中で初年次教育を

抜本的に考え直さないといけないと、そういった背景がございます。 
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〔スライド 15 高等学校教育の変化と大学教育③〕 

こういったところ、今話をした内容をまとめておりますシートとなりますので、ま

たご確認をいただければというように思います。 

 

〔スライド 17 本学の初年次教育とそのあゆみ①〕 

本学の現行カリキュラムと初年次教育ですが、本学は、2010 年度に全学共通科目入

門ゼミ 1 という形で初年次教育が位置づけられております。2008 年の中教審の答申

学士課程教育答申において初年次教育が定義付けをされたわけですので、非常に早い

対応であったかというように思います。 

 

〔スライド 18 本学の初年次教育とそのあゆみ②〕 

その後、2019 年度に現行カリキュラムがスタートいたします。それ以前にカリキュ

ラム改革が行われたわけですが、その時にですね、初年次教育が改革をされまして現

行の形となっておりますが、これいわゆるくさび方のカリキュラム編成となっており

まして、学科基礎科目と全学共通科目でくさびで初年次教育が展開をする形をとって

おりますが、全学統一のシラバスではなくて、学科統一のシラバスとしておりますの

で、学科によって開講期別を変更するということも許容をしているという柔軟性があ

ったわけですが、このあくまでも学科教育との接続が意識された初年次教育というと

ころにつきましては、各学科の初年次教育の入門ゼミ「専門学習のための日本語表現」

のシラバスの内容を見ましても非常にそれが強いと入門ゼミという科目名称ではな

くて、何々学科入門ゼミ、何々学入門ゼミというような名称にもなっておりまして、

そういう意味では学科教育への接続が強く意識された初年次教育となっているとい

う形があります。 

 

〔スライド 19 『基礎学力テスト』にみる本学学生の初年次教育へのニーズ①〕 

そういったこの初年次教育ですが、旧カリキュラム現行カリキュラムにおいて、学

生の満足度というのはどういうものであるのかというところを基礎学力テストの結

果を少し確認いたしました。三点ほど挙げておりますので、またそちらの方、ご確認

をいただければと思いますけれども結論的に言うと、学生の満足度は比較的に高くは

ないというところですね。やはりこの点については、タスク B やカリキュラム改革検

討委員会等でも改革の形を整えなければならないという結論に至っております。 

 

〔スライド 22 今後の初年次教育とその方向性〕 

今後の初年次教育と方向性という形につきましては、初年次教育の再定義があって

あり方や教育内容方法をやはり見直していかなければならないと。それは、大学教育

改革と連動する高等学校の教育改革の進行と、進化系と探求活動を学習してきた高校

生の入学が今後本格化しますので、それに対応する大学教育でなければならないとい

うところとなります。 
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〔スライド 24 カリキュラム改革と初年次教育〕 

では、新カリキュラムにおいて初年次教育というものをどのように考えたのかとい

うことを紹介させていただきたいと思いますが、カリキュラム検討タスクチーム。 

通称タスク B やカリキュラム改革検討委員会においての議論で、どのようにして初年

次教育をアップデートするか、議論をしてまいりました。その際にですね、まず、初

年次教育は導入教育ではなくて、初年次移行あるいは初年次接続の教育であると高大

接続教育であるということを明確として、では、その初年次教育が持っている四つの

構成要素をどう組み込むかということを議論してまいりました。 

 

〔スライド 25 新カリキュラムと初年次教育のプログラム化①〕 

その際にですね、この初年次教育に関しましては、この外付け型と内蔵型というも

のがありまして、今回は外付け型といたしました。これは学部学科の特性を生かす上

でも、また学部学科の異なる教育環境を尊重する上でも外型として共通教養科目に初

年次教育科目群という形でまとめる形を取りまして、現行カリキュラムにあります、

くさび方の初年次教育の履修状況というものを一旦解放する形としております。今回、

初年次教育と初年次キャリア教育をパッケージ化して初年次教育と位置づけました。 

初年次のキャリア教育を必修とするということは非常に大きな試みとなっておりま

す。パッケージ化についてはシートにある通りでして後で述べますが、スタディスキ

ルズという科目とキャリアスキルズ 1、アカデミックスキルズとキャリアスキルズ 2

をパッケージ化して、初年次教育と初年次キャリア教育をパッケージ化して本学の初

年次教育という形をとります。このパッケージ化につきましては、スキル型の初年次

教育と探求型の初年次教育をパッケージとする試みというところも意識をしており

ます。 

 

〔スライド 26 新カリキュラムと初年次教育のプログラム②〕 

タスク B の議論の中では大学生としての読み書き能力の向上をどう図るのかと。こ

れはあの学生の低学力化にどう対応するのかというところでまず読み書き能力の向

上を図ろうと考えたわけです。実際スタディ・スキルズだけでも 15 コマまでは学生

の定着が足りないのではないかという意見もございました。そこで全学を挙げて初年

次の教育を担保支援していくべきであって、少し一科目で終わらすという形ではない、

プログラム化ということを施行いたしました。 

 

〔スライド 27 新カリキュラムと初年次教育のプログラム③〕 

一応この概念図としてはこのような形なんですが、正課教育のみならず、準正課教

育あるいは準正課活動であります、新入生オリエンテーションやその中に含まれます、

履修ガイダンス履修相談会、この初年次教育の一要素として初年次の教育、初年次の

学生支援を入学前、入学直後から強化をしていくという形をとるということをイメー

ジしております。入学前教育に関しましては、入学機構高大連携センターの管轄であ

ります。現在、入学前教育実施の検討に入っていると聞いておりますので、それを前

提として考えております。もともと初年次教育が持っております、ガイダンス教育の
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要素、つまりスチューデント・スキルズの要素をこれは初年次教育のスタディ・スキ

ルズにも含むんですけれども、新入生オリエンテーションを単なる歓迎行事や諸行事

という形だけではなくて、履修ガイダンス、履修相談会をコアとしながらスチューデ

ント・スキルズという部分をこの初年次導入教育として新入生オリエンテーション期

間、さまざまな行事を通して学生に伝えていき、定着をさせていき、さらに初年次教

育でそれを強化をしていくという形というのを考えております。初年次教育の秋学期

アカデミック・スキルズとキャリア・スキルズ 2 のところですけれども、これは新旧

接続教育というものを意識していまして、学部学科、特に学科教育への新旧接続とい

うところを意識している形となっておりますのでご確認いただければと思います。 

 

〔スライド 28 初年次教育のパッケージ化〕 

初年次教育のパッケージ化につきましては、表として、概念としてはこのようにな

っております。この表を見ますと、スタディ・スキルズをしてキャリア・スキルズ、

アカデミック・スキルズをしてキャリアスキルズというそういうイメージを持たれる

かもしれませんが、この点についての運用は柔軟に対応することを考えておりまして、

キャリア・スキルズから初めてスタディ・スキルズ。キャリア・スキルズを初めてか

らアカデミック・スキルズという形も場合によっては可能ではないかと、また、二時

間目、三時間目という昼休みを挟んだ形での運用も可能ではないかと考えております。

といいますのは、二条キャンパス二号館の問題がありまして、これを検討している際

にはそのことが出てなかったんですが、その後二条キャンパス二号館ができて社会福

祉学部が二条キャンパスに進出するということが正式に決定したわけですので、少し

条件が変わりましたので、時間割や教室の問題がまた別途発生をしておりますので、

この点は柔軟に対応するというところを考えておるところです。 

 

〔スライド 29 初年次教育とキャリア教育の親和性①〕 

初年次教育といいますのと、初年次キャリア教育を組み合わせるパッケージ化する

ことにつきましては初めての試みとなるわけですけれども、初年次教育の類型の中に

もキャリア形成支援という要素がありますが、初年次教育とキャリア教育というもの

は非常に親和性が高いものです。ここで先ほど岡崎先生もおっしゃっておられました

けれども、キャリア教育はキャリアサポートではないと、進路就職活動の支援や、就

活そのものの支援ではなくて、あくまでもキャリア形成やキャリア発達を支援する教

育であると、ですので、キャリア支援、キャリア教育というように現在言い換えられ

てきていますけれどもそういう意味でですね、教育の一環であるわけです。 

 

〔スライド 30 初年次教育とキャリア教育の親和性②〕 

じゃあ、どういう教育なのかというと、キャリア教育そのものは非常に誤解を招い

ている教育でもあるんですがこのキャリアという言葉でキャリアサポートというと

ころに引きずられてしまうのですが、これにつきましては、実際に日本のこの教育政

策上、若年雇用問題と連動してキャリア教育が展開をしてきたというところでこの定

義付けの中で非常に誤解が生じているわけなんですが、基本的には現在は個人的自立
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や社会的自立を果たすことの意識づけや、そのための資質の慣用などを考える教育で

あって、ウェルビーイングのための教育の一つがキャリア教育であると、いわゆるエ

ージェンシーの育成のための教育である。講義のキャリア教育としてこのように位置

づけられています。自身のライフキャリアを考える意識づけ、寛容をしていくという

のが大きな意味のキャリア教育である一方で、 

 

〔スライド 31 初年次教育とキャリア教育の親和性③〕 

日本のキャリア教育は、このキャリアサポートとも実は密接な関係にあるというと

ころはこれ難しいところでして日本特有の社会人という観念がございますけれども、

四年間を過ごして、卒業後、多くの学生が社会人として社会に巣立っていきますが、

この際の社会というのは市民社会を指すのではなくて、企業社会、職業社会を意味し

てしまうというのが日本の一つの特徴であります。ですので、どうしても狭義のキャ

リア教育というものが含んでくるという事情があります。実際にはですね。現在、就

職活動の早期化が急激に進んでいる中で定年時より職業観や勤労観など就活の基盤

となる考え方や社会の仕組み、社会のあり方も知っておくことも大学教育としての責

務としてもありますので、こういった狭義のキャリア教育というものもあって、そこ

をどのようにしてカリキュラムに組み込んでいくのかというところで、初年次教育と

初年次キャリア教育というのをパッケージ化するということを試みております。 

 

〔スライド 33 初年次教育（『スタディ・スキルズ』）の運用について〕 

では、具体的な運用につきましてですが、基本的にはスタディ・スキルズといいま

すのは、現行カリキュラムの入門ゼミにあたりまして大学生としてのリーディングや

ライティング情報リテラシーなどについての内容となります。今回ですね。この共通

で用いますテキストを開発する、あるいはワークシートを開発して授業展開をしてい

ただくことを考えております。このテキストを学習指導要領のように確実にやってく

ださい、というよりも、フレームはチェンジしながら、そのフレームから逸脱しない

アレンジは可能だと考えておりますので、そこは柔軟にお考えいただければというよ

うに思っております。 

 

〔スライド 34 初年次教育（『アカデミック・スキルズ』）の運用について〕 

アカデミック・スキルズにつきましては、これは、現在の専門学習のための日本語

表現に該当いたしますけれども、この主な内容につきましては、そこに書いてありま

す通りですのでご確認いただければと思いますけれども、より新旧接続を意識してい

るというところですので、学科でサブテキストやレジュメなども作成をしていただけ

ればと思っておりますが、こちらの方も共通テキスト、汎用的なアカデミック・スキ

ルズとテキスト、ワークシートの開発を今現在しております。この点につきましても、

フレームから逸脱しないアレンジをしていただくことは可能だと考えております。 

 

〔スライド 35 初年次キャリア教育（キャリア・スキルズの運用）①〕 

問題はキャリア・スキルズなんですけれども、スタディ・スキルズとアカデミック・
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スキルズとぶら下げて連コマといたしますが、基本 45 分授業で展開をいたします。 

では、残りの 45 分は教員何もしないのでいいのかと言いますと、そうではなくて、

残りの 45 分は、担当教員間での情報共有や、例えば欠席傾向学生や困り観を持って

いる学生への対応、競技や学生支援部ですね。学生支援部は学生支援機構への課への

つなぎですとか、あるいは導入予定のスチューデントアシスタントいわゆる、SA と

の打ち合わせなどをしていただくという形を考えております。授業内容によっては 90

分フルに使っていただく回もあります。そうしますと、次の週は休校という形となり

ますけれども、このような回というものもあるということとなります。 

 

〔スライド 36 初年次キャリア教育（キャリア・スキルズの運用）②〕 

このようなですね。連コマとする意図なんですけども、学生支援の観点をカリキュ

ラムの中にどう組み込むのかということをタスク B でも検討してまいりましたので 

この 90 分の授業プラス 45 分の授業で、残りの 45 分でそういった情報共有をしてい

ただく、協議をしていただく。そこで、初年次の学生支援上のハブの役割を持たせて

いただければと思っております。導入先行大学を検討いたしますと、導入前は中途退

学率が約 8%であったのが、導入後、中途退学率が約 4%と、平常ぐらいに半減してお

りますので、こういった効果というものもリテンションと言われる学業維持率の向上

を果たしていける機能ではないかと考えております。 

 

〔スライド 37 初年次キャリア教育（キャリア・スキルズの運用）③〕 

もう一つはキャリア形成発達を促していく、いわゆるエージェンシーの育成。社会

的自立、職業的自立という、いわゆるシチズンシップの教育というものも含めたライ

フキャリアの寛容というものを目指す、というのを考えておりますし、狭義のキャリ

ア教育としてのキャリア形成というものも意識をしております。 

 

〔スライド 38 初年次キャリア教育（キャリア・スキルズの運用）④〕 

キャリア・スキルズ 1 の教育内容つきましては、ライフキャリアを考えたり基礎学

力テストによる自己分析や学習ポートフォリオによる自己の振り返りによる自己認

識を深めるなどで、教育方法としては、座学やアクティブラーニングですが、アクテ

ィブラーニングを中心とした探求活動世代に対応した探求型の初年次教育を施行し

ておりまして。教育手法としては、ワークシートを軸としたグループワーク、グルー

プディスカッションという形を取っています。 

 

〔スライド 39 初年次キャリア教育（キャリア・スキルズの運用）⑤〕 

2 の方につきましては、キャリア形成や職業観勤労観の寛容ですけども、この動画

像のオンデマンド動画を作成する予定としておりまして、反転授業を導入して、しか

もアクティブラーニングというもので授業を展開をしていくというところで、教育手

法としては、グループワーク、グループディスカッションというものを考えておりま

す。 
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〔スライド 40 初年次キャリア教育（キャリア・スキルズの運用）⑥〕 

このキャリア・スキルズ 1、2 につきましては、ワークシートを軸としたグループ

ワークグループディスカッションが中心となりますけれどもそれに合わせてスチュ

ーデントアシスタント SA 制度の導入を考えておりまして、これはもう導入いたしま

すけれども授業補助業務や学生の学習支援業務というものを考えております。したが

いまして、授業前、あるいは授業後の 45 分。毎回ではなく、学科ごとに開催数は確

認をしていただきたいと思っておりますが、この 45 分授業以外の 45 分のところでは

SA との打ち合わせや振り返り改善点の確認なども必要になってこようかと思います。 

ただ、SA の研修などもですねこの時間で行うことで別日などを設定する必要がなく

なりますので、学生あるいは先生方の利便性も高まるのではないかと考えております。 

 

〔スライド 41 初年次教育運用とルーブリック導入（予定）〕 

これはまだ導入の予定をしておりますが、ルーブリックの導入というものも考えて

おりますが、この点についてはご確認をいただきまして、今後議論を深めてまいりた

いと思っておりますので、ご確認をしていただければというように思います。 

 

〔スライド 42 初年次教育とアカデミックアドバイジング〕 

最後ですが、初年次教育といいますのはこの科目だけではおそらく定着が難しいと

いうのはあります。正課授業外での学習支援を展開していく必要が必ずありまして、

アドバイザー制度やアカデミックアドバイジングなどの学習支援というものが必ず

必要となってまいります。ライティングを軸としたサポート組織や人材の確保も今後

の課題となってくるかと思いますけれども、この点についても推進をしてまいりたい

と思っております。 

 

〔スライド 43 おわりに〕 

すみません。時間過ぎておりますが終わりとなりますけれども 2026 年度から導入

されます、新カリキュラムは、単なる新しいカリキュラムを編成しただけではなく、

今日の大学教育が強く求められている事項や要素を意識して組み込んだつもりであ

ります。授業形態の変更も含めて本学がこれまで経験したことのないような新しい試

みとなりますので、おそらく 4 月以降言い訳しているわけではないんですけど、ちょ

っともう言い訳しているかと思いますが。様々な課題や問題点が出てくることが予想

されます。想定してこなかったような事態が生じる可能性も否定はできませんし、否

定はしません。教学上の PDCA サイクルを回しながら点検し、改善して、本学にとっ

ての最適解に近づけていくことが大切であるかと思いますのでどうぞご理解のご協

力のほどよろしくお願いをしたいと思います。ありがとうございました。 

 

【教育推進課 寺嶌課長】 

斉藤機構長ありがとうございました。 

それでは質疑応答に移ります。時間の関係上、一名のみのご質問とさせていただきま

すので、予め御了承ください。ご質問のある先生はカメラをオンにしていただき、ミ
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ュートを解除してまず所属とお名前をおっしゃっていただき、ご発言をお願いいたし

ます。ございませんでしょうか？ 

はい、それでは最後になりますけれども、本日の研修会開催のメールにアンケートの

URL を添付しておりますので、そちらからアンケートの回答をお願いいたします。 

なお研修会の出席確認ですけれども、本日の研修会への参加とアンケート回答、この

2 つをもって出席とさせていただきます。あらかじめご了承ください。 

本日はご多忙の中、ご参加いただきありがとうございました。 

次回第二部がございます。7 月 16 日水曜日 16 時半から開催いたしますので、ご参加

いただきますようお願いいたします。 

本日はありがとうございました。 
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 2025（令和 7）年度 第 1 回「第 2 部」教育開発研究会  

 

  「キャリア・スキルズ」で実施する 

基礎学力テスト（１年生）のリフレクションについて 

 

日 時 ： 2025 年 7 月 16 日（水）16：30～17：30 

実施形態 ： オンライン（オンデマンド）配信  

ホ ス ト ： 斉藤 利彦（教育推進機構長） 

報 告 者 ： 株式会社ベネッセ i-キャリア 世登 典子 氏 

 

【内 容】 

斉藤利彦教育推進機構長より、本研究会の趣旨である「キャリア・スキルズ」で実施する

基礎学力テスト（1 年生）のリフレクションについての意義と運用について、以下のとおり説

明があった。 

かつてキャリア教育といえば、職業観・勤労観や就職活動の基盤となる考え方、社会の仕

組みや在り方を知るといった狭義のキャリア教育が中心であった。 

しかし近年では、この狭義の意味に加え、大学 4 年間で身に着けた能力をどのように活か

し、どのように生きていくのか―すなわち、人生をどのように設計し、過ごしていくのかを

考える広義のキャリア教育が求められている。 

本学においても、こうした動向に即応したキャリア教育を実施するため、初年次教育科目

「キャリア・スキルズ１」において、今後 4 年間の学位プログラムをどのように過ごすか、

そして卒業後どのように生きていくのかを見据え、そのために必要な目標やスキルを明確化

し、自己理解と目標意識の醸成を図る授業を展開する方針であることが述べられた。従来か

ら実施している基礎学力テストは、学生のコンピテンシーを測ることができるテストであ

り、「キャリア・スキルズ 1」の授業内において、基礎学力テストを実施し、その後、リフレ

クションを行う予定であることが述べられた。 

 

続いて、株式会社 ベネッセ i-キャリアの世登典子様より、2025 年度基礎学力テストの結

果を基に、結果データの見方や活用方法について解説がなされた。活用方法の紹介では、龍

谷大学の事例が取り上げられた。同大学では、授業でのグループ分けの際には、思考力が高

い順に学生を並べ、さらにリーダーシップ力が高い学生を各グループに配置することで、よ

り活発なグループワークやディスカッションが実現していることが示された。 

また、近畿大学においては、基礎学力テスト受検後のリフレクションを行っているか否か

が、就職活動時に大きな差となっていることが報告された。そのため、同大学では、初年次

必修科目の 6 回目の授業において、リフレクションを行っており、実際に使用している授業

進行表も紹介された。さらに、本学においても近畿大学と同様に、今後はこの授業進行表を

基にリフレクションの実施を進める予定である旨が説明された。 
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質疑応答においては、以下のような意見・感想が述べられた。 

 

① 本研究会では、横文字が多用されているため、話を理解するのに時間がかかる。 

② 「問題解決能力」という言葉が頻出していたが、「問題」という表現にはネガティブな印

象があるため、学生の良い点を伸ばし、前向きなイメージを持たせる意味で「課題解決能

力」と呼ぶ方がふさわしいのではないか。 

③ 企業が求める人材をステレオタイプ的に輩出するのではなく、学生一人ひとりに目を向

け、個人の能力を引き出し、社会への送り出しを行うことが重要ではないか。 

 

これらの意見に対し、斉藤教育推進機構長より次のような説明がなされた。 

① 横文字が多用されている点については、現在、用語集を作成中であり、今後の FD 研修会

にて共有する予定である。全員が共通理解を持ち、イメージに齟齬が生じないようにし、

同じ方向性をもって取り組めるようにしたい。 

② 「問題解決能力」の「問題」とは、学生自身の欠点を指すものではなく、「何が問題か」

「何が課題か」を発見するという意味で用いている。なお、「問題解決能力」「課題解決能

力」のどちらを使用するかは、今後、検討していきたい。 

③ 本学の使命は、建学の理念に基づく教育のもと、個々の学生を見つめ、その成長を支援

し、社会に送り出すことである。一方で、企業が求める人材像が就職活動に影響を及ぼす

ことも事実である。今後は、学生一人ひとりの成長支援と企業が求める人材育成とのバラ

ンスを取りながら、次年度より開始される「キャリア・スキルズ」において PDCA サイ

クルを回していきたい。 

 

以上のやりとりをもって、研究会は締めくくられた。 
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2025（令和 7）年度 第 2 回 教育開発研究会（企業等調査報告会） 

 

“社会の声”を聞く～卒業後 2・3 年目企業等調査の結果から～ 

  

日  時 ： 2026 年 2 月 10 日（火）17：00～18：00  

実施形態 ： オンライン（オンデマンド）配信 ※「Zoom ミーティング」 

報 告 者 ： 株式会社進研アド 藤井 郁美氏 

 

 

【報告内容（要約）】 

 

2025（令和 7）年度に実施された就職先企業等調査は、2022 年度および 2023 年度

卒業生の就職先企業を対象として、本学卒業生に対する客観的評価を把握し、企業

の人材ニーズと照合することで、本学における人材育成の達成度を検証することを

目的として実施した。本調査は、専門的知識や資格取得状況ではなく、業種を問わ

ず必要とされる汎用的能力に焦点を当て実施した。調査は 2025 年 8 月 25 日から 9

月 29 日にかけて郵送で実施し、依頼件数 1,483 件に対し 392 件の回答を得た（回収

率 26.4％）。回答は一般企業を中心に、学校教育、社会福祉、医療関係など多様な業

種にわたり、上場企業も含まれている。 

まず、企業等が大卒の新規採用選考において重視する能力について、最も多く挙

げられたのは「人と協力しながら物事を進める力」であり、これに「学び続ける姿

勢」「何事にも粘り強く取り組む姿勢」「グループの中で責任をもって行動する

力」「他者と積極的に関わろうとする姿勢」が続いた。これらはいずれも、チーム

の一員として他者と協働しながら業務を遂行するための基礎的素養に関わるもので

ある。すなわち、企業は新規採用段階において、専門性以前に、協調性、継続力、

責任感といった社会人としての基本的資質を重視していることが明らかとなった。 

一方で、新規採用に限らず企業等が組織運営上求めている人材像については、

「チームワークを尊重できる人材」「先頭に立ってチームを牽引できる人材」「人

を指導・育成できる人材」が上位に挙げられた。特に「先頭に立ってチームを牽引

できる人材」および「人を指導・育成できる人材」は、求められると同時に不足し

ている人材としても共通して指摘されている。つまり、企業等は組織の中で協働で

きる基礎的人材を前提としつつ、将来的にはリーダーやマネジメントを担う人材の

育成を重視しており、その層が不足しているという認識を持っていることが明らか

となった。この傾向は業種別、上場企業別に見ても概ね共通しており、企業規模や

分野を超えた共通課題であるといえる。 
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次に、本学卒業生の活躍状況に関する評価について、企業等からは全体の 87.2％

が「活躍している」と回答しており、そのうち 46.9％が「とても活躍している」と

評価している。特に上場企業では「とても活躍している」が 60％を超えており、相

対的に高い評価が示された。業種別にみても一般企業、社会福祉、医療関係のいず

れにおいても概ね 8 割以上が活躍していると回答しており、本学卒業生は幅広い分

野で一定の成果を上げていることが確認できた。 

企業が評価する本学卒業生の強みとしては、「人と協力しながら物事を進める

力」「学び続ける姿勢」「何事にも粘り強く取り組む姿勢」「責任をもって行動す

る力」が上位に挙げられている。これらは企業が新規採用時に重視する能力と一致

しており、本学の教育成果が企業ニーズと整合していることを示している。自由記

述においても、「協調性が高く、周囲と円滑にコミュニケーションをとっている」

「粘り強くコツコツと業務を覚えている」「素直で指導を確実に受け止める」「学

習意欲が高く、成長しようとする姿勢がある」など、真面目さや努力、協働性に関

する肯定的評価が多数寄せられた。 

これらの結果は、本学ディプロマ・ポリシーとの整合性を示していることが分か

った。本学のディプロマ・ポリシーは、仏教精神に基づき「自分を客観的にとらえ

る力」「目標に向かって継続し努力する力」「周りの人を思いやる力」「多様性を

受け入れて協力する力」の四点を主軸としているが、企業評価はこれらの能力が概

ね身についていることを裏付けている。特に、協働性、継続力、思いやりといった

特性は、企業から高く評価されており、本学の教育理念が社会的要請と一定程度合

致していることが確認された。 

しかしながら、課題として指摘された点も明らかになった。他大学卒業生と比較

した場合に不足している力として最も多く挙げられたのは、「自ら先頭に立って行

動し、グループをまとめる力」であった。次いで「国際的な視野」「図や数表を用

いて問題を理解し表現する力」などが挙げられているが、特にリーダーシップに関

わる能力の不足が顕著であった。自由記述でも、「協調性はあるがリーダー役に立

つことが少ない」「優等生タイプが多く前に出る積極性がやや弱い」「後輩指導や

組織を牽引する力に期待したい」といった指摘が見られた。すなわち、本学卒業生

は組織の一員として堅実に役割を果たす人材として高く評価されている一方、組織

を牽引する存在としての役割については、今後の伸長が期待されている状況にあ

る。 

この点については、現行のディプロマ・ポリシーにおいて必ずしも明示的にリー

ダーシップ育成を掲げているわけではないため、直ちに「未達成」と評価するもの

ではない。しかし、企業社会の実情を踏まえれば、将来的に組織を牽引する人材の

育成は大学教育に対する重要な期待の一つであると考えられる。企業がリーダー的

人材に対して重視する学生時代の経験としては、「人との関係性を築いた経験」

「挑戦した経験」「目標達成までやり遂げた経験」が挙げられており、単なる役職
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経験よりも、他者と協働しながら困難を乗り越えた経験の質が問われていることが

示唆される。 

以上を総括すると、本調査は、本学卒業生が企業から高く評価されていることを

明確に示すとともに、本学のディプロマ・ポリシーが企業の新規採用時に求める人

材要件と概ね合致していることを裏付ける結果となった。特に、協働性、継続力、

責任感といった基礎的汎用力の育成については、一定の成果が確認されたといえ

る。一方で、リーダーシップや組織推進力の育成については、今後の教育改革にお

ける検討課題として位置づける余地があることが明らかとなった。 

今後は、本調査結果を全学で共有し、既存の教育成果を再確認するとともに、正

課・課外を通じて学生が挑戦し、他者を巻き込みながら課題解決に取り組む経験を

どのように設計・支援するかについて、FD の場で継続的に議論していくことが重要

である。 
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FD関連研修会 参加報告書 

主催者 早稲田大学 大学総合研究センター （第 2回 Faculty Café） 

研修会等名称 
教育の質保証に係る学生参画型の取組をどのように実践するか 

－学生の声を掬うカリキュラム・コンサルティングに着目して－ 

開催日時 2025年 6月 6日（金） 17：00〜18：30 Zoom 

テーマ

【プログラム】 

1. イントロダクション（自己紹介、目的）

2. 学生参画型の質保証が求められる背景

3. 広島市立大学の取組事例「カリキュラム・コンサルティング」

4. まとめ

【講師】 山咲 博昭 （広島市立教育基盤センター） 

参加者 教育推進課 髙橋 由紀子 

報告内容 

研修会の趣旨・概要 

近年、高等教育においては、学生の成長や学修成果に焦点をあてた「学修者本位の教育」

が注目され、この潮流において「教育の質保証」においても学生の視点を包含する「学生参

画」の必要性が高まっている。具体的にどのように学生の声を活かし「教育の質保証」に繋げ

ていけばよいのか。具体的な学生参画の取り組みとして、広島市立大学が実施する「カリキュ

ラム・コンサルティング」を確認する。

学生参画型の質保証が求められる背景 

日本の高等教育政策における議論は、2000年代以降に見られる。 

◆文部科学省 「大学における学生生活の充実方策について」(2000)

・正課外の観点から「学生中心への大学」への視点変換。

◆中央教育審議会「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」(2018)

• 「学修者本位の教育の実現」と「個々人の可能性を最大限に伸長する教育」への転換。

・学修成果を学修者が実感できる教育、このような教育が実施されているか確認できる

質保証の在り方に転換。

◆中央教育審議会「教学マネジメント指針」(2020)

•グランドデザイン答申を基に、具体的な取組イメージが示される。

広島市立大学による事例報告 

◆公立大学法人広島市立大学（※2024年 5月 1日現在）とは

学部：３ 研究科：４

学部学生 1,749名 大学院学生 309名

教育職員数 197名 事務職員 133名

◆「カリキュラム・コンサルティング」とは

卒業予定者を対象に大学 4年間の学びを振り返りながら、経験したカリキュラムへのコンサ

ルティング（評価と助言）をお願いする取組み。

◆事前準備のプロセス

・9月下旬から 10月上旬頃に日程調整、実施依頼。

・インタビュアーとして学科から１名以上の教員を選出。
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（教員は、自身所属の学科のカリキュラム・コンサルティングには原則参加しない。） 

•当日使用物 ①卒業予定者用のカリキュラム表 ②シラバス ③ヒアリング結果を貼るため

の大きな模造紙 ④学生が意見を書くための付箋紙（青、赤色） 

•参加学生の選定は所属する学科が実施。呼びかけは、原則各学科・専攻の全学生、卒業

予定者数の 25～50％の範囲で選出。 

◆当日の進め方

•4～6名のグループに分け、配布資料（入学年度の科目一覧）やシラバス等を参考に

「よかった点」「改善したほうがよいと思う点」を個人でブレストしグループで集約。 

実施時間は 60分程度。 

・一つの意見に対してグループで同意できる人の数を集計。

・先生個人への誹謗中傷は避けるようにルール決め。

・「改善したほうがよいと思う点」は、簡単な理由と自分なりの改善方法を思いつく範囲で

書いてもらう。

・発言しやすいよう、所属学科教員は当日進行に関与しない。

◆実施後

・集計した結果は、各学科において「カリキュラム・コンサルティング集計表」へ入力いた

だき、終了後１週間を目安として提出。

◆活用と改善

•【長期】カリキュラムの再編時まで蓄積し、改訂検討時に活用。

•【中期】配当年次や授業科目の一部見直し等の至急対応が必要なもの等は改訂。

•【短期】学則での改正等が不要な授業内容、方法等に対する意見を参照し改善。

◆具体記的な「改善事例」

・複数の選択科目で講義内容が重複している授業科目の把握。

・重複する内容となる講義の必修化の検討。

・学習意欲を高めることを目的として習熟度別クラスの講義内容の差別化の検討。

・新カリキュラムの状況把握の際は、卒業予定者（4年次）に限定せず実施する学部も有。

◆「授業評価アンケート」と「カリキュラム・コンサルティング」との違い

「授業評価アンケート」 

・個々の授業終了時点で決まった設問項目並びに自由記述に対して回答。

「カリキュラム・コンサルティング」 

・大学生活 4年間で経験したカリキュラムを通じ、何らかの理由から印象に残る授業科目を

選択し回答。

・ある授業科目に限定せず、授業の順序性や授業内容の重複等の課題も顕在化すると

ともに、4年間の授業経験を通じて卒業研究等にどのような授業科目等が寄与したのかを

生の声として掬うことができる。

・学生自身が自らの 4年間の学びを振り返る機会となるとともに、同一のカリキュラムを

経験した他者との比較（捉え方違い等）から自らの特性に気づく機会にもなる。

•授業終了時点と 4年間のカリキュラムを経験した時点では、異なる視点からの学生視点

での評価を得られる。 

【まとめ】 

［第 1段階］ 意見聴取（情報源） ⇒「授業アンケート」、「学生調査」 

［第 2段階］ 意見・提言（補助） ⇒「カリキュラム・コンサルティング」 

［第 3段階］ 議論・立案（協同） ⇒広島市立大学でもまだ実施できていない 

［第 4段階］ 運営・実施（主導） ⇒広島市立大学でもまだ実施できていない 
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今回の研修を受けるまで、恥ずかしい話だが「カリキュラム・コンサルティング」（学生評価）

という言葉を知らなかった。大学教育における真の学生参画、形式的ではない学生参画、つ

まり意見聴取だけではなく改善提案等に学生が参画するという意味を確認できた。 

学生の声は、教員・職員の視点だけの捉え方を修正し、新たな視点をもたらしてくれるもの

であることも確認できた。 

具体的な取組事例を知ることができ、本学においても、すでに行われている取組みを少し

工夫すれば「学生参画型」質保証を実現していくことができるように感じた。 

そして、実現のために、最も重要なことは、人材養成の目的、ディプロマ・ポリシー（卒業認

定・学位授与の方針）に掲げる学修目標を組織的に達成できる体制にすることであることも確

認できた。 

「学修者本位の教育」を実現していくことが、学生の成長、最終的には大学の発展に繋がる

という視点からも、あらためて教職協働の重要性を確認することもできた。 
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FD関連研修会 参加報告書 

主催者 大学改革支援・学位授与機構 評価企画課 企画第 2係 

研修会等名称 
大学等の質保証人材育成セミナー 

「内部質保証実務（授業設計 FDの活用編）」 

開催日時 2025年 8月 1日（金） 13：00〜14：20 Zoom 

テーマ

【プログラム】 

13：00～13：05 開会挨拶（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部長 戸田山 和久） 

13：05～13：20 「趣旨説明と FD/SDをどのように考えるか」 

嶌田 敏行（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部 教授） 

13：20～14：20 「FDルーブリックの策定の運用（試行）について」 

岩野 摩耶（山口大学 教育・学生支援機構 教学マネジメント室 講師） 

竹中 喜一（近畿大学 IR・教育支援センター 准教授） 

参加者 教育推進課 髙橋 由紀子 

報告内容 

研修会の趣旨・概要 

① FD（ファカルティ・ディベロップメント）をテーマとし、「授業レベルの改善」と「カリキュラム

レベルの改善」をつなぐ FDの設計法について学ぶ。

② 授業改善のための FDを起点に、教育の内部質保証の基本部分をどのように運用すれば

よいのかを学び、自大学の授業改善 FDの活動等の取り組みの質的向上に利用できる

ようになる。

FDをどのように考えるか 

• 授業の内容及び方法の改善を図るための FD を組織的に実施することは、教学マネジメン

ト指針だけでなく一般に認証評価の基準においても求められている。ただ、現在 FD が効

果的に行われていると言えない印象がある。それは、なぜなのか「専門家不足？内製化

の遅れ？知識・技能不足？」。 

・「教育システムの質は教員の質を超えることはできない。」

Prof. Olusola Bandele, OYEWOLE（アフリカ大学協会事務局長） 

INQAHEE2024 Session 1: Keynote より 2 

FDルーブリックの策定 

・教員が、自らの教育力を客観的に把握するための「指標の確立」。

つまり、アセスメント基準が、ルーブリックの策定。

ただし、このアセスメント基準、ルーブリックがなければ、結局、受講する FD は教員の個人

的な感覚により選択されてしまう。 

・教員が自己の能力を確認できる指標を作成し、公開されている FD（動画）や書籍を体系的

に整理できれば、みんなが使える「FDルーブリック」がつくれるのではないか。

山口大学による事例報告 

◆国立大学法人山口大学とは

［学生数（大学）］ 学部：8,542名、大学院 1,447名

［教職員（大学）］ 職員（常勤職員）2,891名 ［内訳：役員 9名、特命理事 1名、教員 1,033

名、事務職員 458名、技術職員 79名、医療技術職員 273名、看護師 
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等 896名、その他職員 142名］ 

［教学マネジメント室］ 教学に関する事項、FD/SDの担当、教学 IR等 

室長１名（兼務）、専任教員７名（５名は兼務）、 

職員４名（役職者１名、補佐員 1名） 

◆山口大学ベストティーチング賞

・山口大学における教育の質向上や教材開発に顕著な成果をあげた教員について、その功

績を表彰するとともに広く周知することで、本学の教員のさらなる教育活動の改善や意欲

向上に資することが目的。

• 候補者となる教員による FDを実施し、教授法や教材等を共有することで、本学における

教育の質向上に資することが期待される。

・教育改善 FD研修会【前期】で発表を行ってもらうことで、教授法等を共有できる。

（審査も同日、動画としてアーカイブ化）

近畿大学による事例報告 

◆近畿大学

［学生数（大学）］ 学部：35,875名、大学院 1,519名、短期大学 340名、

通信教育部 6,950名 

［教職員］ 職員（常勤職員）5,436名 ［内訳：教員 2,204人、事務職員 3,232人］ 

［IR・教育支援センター］教学に関する事項、FD/SDの担当、教学 IR等 

センター長１名（副学長）、専任教員５名（４名は兼務）、職員４名

◆新任教員研修 ※年 3回（4・9・2月）に実施。

［4月実施］ 「3つのポリシー達成に向けて」 

「データで見る近大生の特徴」 

「学修サポートデスク」 

・大学としての教育方針を確認。各種アンケートのデータや学修サポートデスク

の学生による説明や質疑応答をもとに、近畿大学学生の特徴を知る。

［9月実施］ 「授業づくりワークショップ」 

・授業設計の 3要素である目標、内容、評価に関する講義や他学部教員との

演習を通じて、コースデザインとクラスデザインの実践的知識を習得する。

［2月実施］ 「教育活動の省察」 

・後期期間中に行った「ピア・レビュー」の結果も踏まえ、ティーチング・ポート

フォリオの枠組みに沿って、自身の教育の責任、理念、方法、成果を振り返

り、今後の教育活動に関する目標を設定する。 

今回の研修で、FD 研修の主な目的である「授業改善」をおこなうためには、まずは「授業に

おける PDCA サイクル」の確認、そして、授業だけを考えるのではなく、「学位プログラム」・「カ

リキュラムレベル」（CP、DP）の改善との連動が不可欠であることが確認できた。

また、すでに多くの大学で有益な授業デザイン、教授法、学生支援、ICT の活用、大学運営

など様々な FD が実施され、その動画も多数公開されているので、一から作り出すとなると大

変な労力や時間がかかるが、それらを参考に自大学に合った FDプログラムとして活用するこ

とも大変有効であることが確認できた。 
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